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コナラ林におけるリターフォーJレ量の季節変化

および食葉性昆虫による被食最
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Seasonal Variations of Litter Fal1 and Primary Consumption 

by Herbivor・ousInsects in Que1・cusserrata Stands in KYOTO 
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本報告には，京都市近郊にあるコナラ:法jl1ii1*および京都大学j奨学部的関演習林水部j'EI焔に縦え

られているコナラ悲齢林において， 1971i:joから 4年間にわたって， ワターフォーノレ鼠およびその

季節変化そ締資し，虫繋泣から食業f生児虫類による被食監をjiiJ定した結果がまとめられている。

コナラの年滞誕f誌は，調査期間を平均して，行:1治寺本で2.87 ton/ha . y，結齢林で 3.12 tOI1/ha.y 

で，そのピークは，雨林分ともに， 11月下旬から12月中勾にみられ， 11"'-'12月の蕗築設は，年落

架設の85"'-'88%(壮齢林)， 90"'-'95% (持i総fj¥)を占めていたo

は，位予始初期 (4-5)3)と秋~冬(9 '"'-' 1月)に落下のピークがみられ，年間lこ，

4士総林で1.52tol1 (0.47"'-'2. 7ltol1)/ha.y，活断H*でO.74t011 (0. 56"'-'0. 88t0I1) /ha . yの滞校低で，

壮!治林における年変動が大きかった。

は， 4"'-' 5 PJの朗'.lEの滞下， 9 "'-'10月の果実の落下の 2つのピてクがみられ，果実は

6月以後米熟梨で務下している。生殖答下款は，社jl治林で 0.66t0I1(0.12"'-'0. 98tol1)/ha.y， 

校総林で O.17ton (0. 07 "'-'0. 26t0I1) /ha . yであった。

l忍去の死体は，壮1始休で 5.4kg (4. 4"'-'6. 6kg) Iha・y， 9. 7kg (6. 9"'-'11. 8kg)/ha.y， 

は，それぞれ， 80.6kg (54.9"'-'94. 9kg)/ha.y， 127.2kg (49.9"'-'197. 4kg)/ha'y集められ，

5"'-'9月に年間設の大部分が集められた。

総リターフォーJレ設は，壮Iti¥1H，で5.8tol1(/1. 4"'-'7. Qiol1)/ha.y，おi論林で4.4ton (4. 2"'-'4. 9ton) 

/ha.yであった。

ら，食~/p企見虫類のj災食廷は，社鈴林で， 110"'-'196kg/ha'y，校総称で， 90"'-'355kg/ha 

.yと挽工芸され 1)ター中の切り議された裁裁を加えて，食害読は，牧師林で 124"'-'2171cgjha'y， 

1守的1*で， 107"'-'372kgjha.yとなり，それぞれ滞諜泣の 4.3"'-'8.0%，3.5"'-'12.9%に相当したο

まえがき

いろいろな森林におけるリターフォーノレIほおよびその挙節変化を翻3ました資料は，これまでに

数多く報告され，調授は，大政ら 1) の地表聞のリターを集めることにはじまり，布やl~冷紗のト

ラップを地表から縦して投践する総選芝方法へf~ り変ってきたト10) 。 さらに， トラップに用いる布

や寒冷紗の網開も，集めるリターによって，非常に網目の細かい化繊のゴ…ス(虫務とくに細か



53 

いもの与を逃がさないため)や lmmメッシ品の惑冷紗(蕗混とくに広諜や落校など比較的大きい

リターを接める)など，その誠査の主目的によって使いわけられている。

設事誕j玄諜樹林におけるリターフォーJレの締査も， コナラ林1ト 15}，ブナ林10，12，1ト 173，ミズメ林18)

などにおいですでにいくつかの資料は報fなされている。森林には常に生息し， リターには必ず含

まれている虫奨与を選別した報告は， r設j丘，次第に多くなってきたが，落諜，落校の翻査に比べれ

ば，はるかにすくない。テーダマツ林21 モミ，ツガ林4) ヒノキ林8 ， 9 ， 19 九ナギ;j:~，20) ，モリシマ

アカシア林21}， ミズメ林18)などにおける虫雪なままの鵡査報告はみられるが，コナラ林における虫紫

した報告はない。コナラl潟 (Quercus) の繋どをj夜食する昆虫獄はマツ路 (Pinus) の比で

はないであろう O マイマイガ，クスサン，ヤママユ，ヤマダカレハなど大裂の食誕性見11.の食樹

であり，これらのffl.虫類が発E長ずれば，リターフォーノレヰ1の虫識の占める割合も多くなるであろう。

本報告では，京都市郊外の:I:l:ll訟のコナラ**と訟習林本当日前知JHC植えられた3出始のコナラ林にお

いて， リターフォーJレの挙節変化を調査し，さらに，選別された虫都議から食諜性j毛虫類の食客

f設を推定した O

純資林分の概況

調資コナラ林分はつぎの 2;1水分である(表-1)0

Table 1. Description of invesligated (:Juercus stands. 

林分 A;京都市司令京区宇多野上ノ谷町，妙光寺場内にある約40年生のコナラの小林分で， -:ll.水

;をnJ0600本jha，胸高路筏は4.0........18. 8cmでそのrl11立大きい。林分自は約14m，;際準地(137.5m2) 

内には，コナラのほか，クリ，クヌギ，アベマキ，ウワミズザクラ名 1本が合まれ，コナラの枯

死水も 3本ある O このコナラ林には，腕前i度認 6........8cmのヤマハゼが2オえあるが，標準地には含

まれていない。コナラ林は，その賭関を樹がほぼ開じ，アラカシ，シイ，ソヨゴにヒノキの混

うどした殺林が来と北fJl~ iζ，前とimfJl1J!まモウソウチクとハチクの林で阻まれている O さらに ζれら

の林分誌を抜けたアカマツの大筏木(約50cm)2本がある。

林分ち;京都市左京区北白川追分町，京都大学農学部i財閥演習林水部時刻Hこ， 1966年 4月に槌

1年生のコナラlII木そ1111 111 の i放に 3 持に組付けた若~iftの小林分で， 1975年 4月には，立木務皮

は 47330本jha で，総抜本数の79%に減少していた。政も大きい~遺体は，胸高i斑径 9.4cm ， i銭高

6mにも育っていたが， J8支配されて小さい側体も多く，平均林分高は 4111である。

踊査方 法

対象林分に，一辺 50cmの正方形の5芝け口Tfii秘 0.25m2，深さ約 40cmの化繊布(ゴース〉トラ

ップそ，林分A!Cは15側， i水分 BIこは 5{fl守，ランダムに投践した。 ザタートラップの受け口の

一辺の長さがリターの長さに対して 2倍以上あれば，測定結泉!C火きな設が認められない9) こと

が判明しているので， トラップ。は十分な火き怠と判断されるo また，食裂性昆虫類の鈴を集める
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ため，徴加な虫紫をもトラップからもれないために，化織のゴースを使用した。

調査は，林分A寸さは， 1971年 6月初日に，林分Bでは1971年 7月311ヨに，若手トラップを設践す

ることで始められ，悶林分とも1975年 3月31日まで， リターを101ヨまたは lカ月間悩で回収して

続けられた。

集められたワターは，研究議で，コナラの誕，技， 住9i直器官(雄花，泉突)， 昆虫類の死体，

食諜性昆虫類の務などに分け， ζれら以外のワターはすべてその他にまとめた。 滋別後，各リタ

ー喪議の絶牝抵散を求めた。さらに，コナラ誕のなかから築制そ付けていない諜，すなわち，誕

身の中間で切られている誕の断片を遊び，その総統抵設をも求めた。

調査結果および考察

1. 1)ターフォーノレj立およびその季節変化

選別されたリター各嬰索の年間経を示すと 2のようになる。

Tab1e 2. Annual 1itt号rl"al1 in Quercus stands. 
kg (dw) ha四 1y-1， (%) 

Leaf Soerxguaan l Feces 1b11osedcy t Oth巴rs 1、ota1

1971 2，887 一 54.9 

(Jun. 3ふApr.10) 

1972 2，785 467 118 84.0 4.4 987 4，445 

Stand (Apr. 10-Apr. 2) (62.7) (10.5) ( 2.7) ( 1.9) ( 0.1) (22.2) (100) 

A 1973 2，554 2，710 980 94.9 5.1 678 7，022 

(Apr. 2ωMar. 31) (36.4) (38.6) (14.0) ( 1.4) ( O. 1) ( 9.7) (100) 

1974 2，800 1，394 883 88.5 6.6 718 5，890 

(Mar. 31-Mar. 31) (47.5) (23.7) (14.9) ( 1.5) ( 0.1) (12.2) (100) 

1971 2，875 197.4 

(Jul. 31-Mar. 29) 

1972 3，114 558 74 147.8 10.4 293 4，197 
Stand (Mar. 29ωMar.31) (74.2) (13.3) ( 1.8) ( 3.5) ( 0.2) ( 7.0) (100) 

B 1973 3，351 876 260 113.6 11. 8 263 4，875 
(M昌r.31-Mar. 31) (68.7) (18.0) ( 5.3) ( 2.3) ( 0.2) ( 5.4) (100) 

1974 3，064 776 179 49.9 6.9 4，076 

(Mar. 31-Mar. 31) 

1) コナラ

コナ受の落誕の季節変化を示すと悶-1のようになる。

落2患の季節変化は， ミズメ林18)の変化とはすこし異なり， *水分Aおよびおともに.11月と 12

月lζ滞誕が築iわずる顕著な J型を示し，年結誕fa:の90"""95% (林分 B).85"'-'889話(林分 A)とほ

とんど90%の落葉がこの時期に集中している。関織に，秋季lζ集中的lζ溶躍することは，他のコ

ナラ林においても認められ12-15八木需品退去においても例外ではなかった。ただ，本翻査では， 11月

と12月に集中したが，これらの林分では，生育場所が本調資地より寒冷地であるため， 10月と11

月lζ集中し，約 1カ月王手く搭漉している。

コナラ林の吉年誕J~J は11"'-'12月であっても， モミ， ツガ**でみられたよう IC4，5九年によってそ

のピークの月が誕なっている。雨林分ともに， 1971<9三は11月に， 1972年， 1973年は12月にどーク



がみられるが， 1974年は11月と12

月に珂林分で分かれている。 10臼

11D備で調査した 3年間では，落葉

のピークは11月下旬から12月中旬

までにみられ，京都市近郊では，

この 1カ月間がコナラの謀議の集

中する時期と考えられる。

年務諜lltは， 1971年が縮査開始

までの"林分Aでは 3カ月，林分

Bでは 4 カ)~が集められていない

が，悶-1からわかるように，そ

の簡の落葉設は非常にすくない。

林分Aでは， 1971年の潜誕設が段

も多く，さらに，斑i践が間年に**

分Bで，受け口 30X30cmのトラ

ップで調査ました落諜盤が 2，989kg

Iha.yで，ほとんど裁がなく，

…1の似をほぼ年能濃肢と考えて

も間巡いはないであろう。ちなみ

に， 1972........1974&:1三の平均俄では，

その間の溶諜:散は年溶設の 5.7 

% (林分A)，2.4% (林分B)に

なる。乙の泣を1971年の米矧l院分

と;~・え， 1971年の落禁法に加えて，

4年|留を平均すると，年蕗諜f誌は，

林分Aでは2.8710n/ha. y，林分B

では3.12ton/ha. yとなる。

2) コナラの

閤i択されたコナラの溶技の季節

変化を示すと悶-2のようになる O

コナラ謀議にみられたような明らかな準節約な変動はみられない。しかし， ζれまでに調査され

たモミ，ツガ林4，5) やヒノキ林6，8，19)などで，秋~冬の落校法は多いが，他の季節ではとくに特徴

はみられず，台風などの強風の影響があらわれていたことと比べるとやや巡った傾向がみられる。

すなわち，モミ，ツガ¥ヒノキなどの部技は枯れてから時|閣をおいて， Mi校が腐って強毘がな

くなって折れて落ちているが，コナラの場合には，この様に折れて搭ちるものに比べて，前年ま

たは 2年前に{lj1]乏した非常に細い校総iの技 CI邸主 2""""3 mm以下)が，住長開始{.fji位で!誰j欝がで

きたようにして分自主し蕗ちていることである。:Jfrれて滞ちたものとはとくに選り分けなかったが，

本調査で築められた滞校の多くは，この間ili踏によると忠われるもののようで，このような洛技が，

岡林分ともに，主主予n~始から初期にあたる 4 )~から 5~ の溶校肢のほとんど会部を占めていた。

コナラの器技のワズムは，強風などの物理1(J'~要闘を除けば， ζ の住育問始初期と初秋~初冬にみ

られる 2つのピークがみられ，モミ，ツガ林やヒノキ林にみられなかった特徴があるようである。

は，林分Aで0.47........2.71ton/ha'y，林分BでO.56........0. 88 tOl1/ha. yで，林分Aにおけ

55 

B
1
1
0
1
2繭
髄

自
』

ω問
問
問
問
問
則
的
凶

主g(dw)ha"day" 
Stand 8 Leaf 

j 

5

0

 

2
E
一喝
L

ロ
』
山

mm則
前

gamm出
削
脳

'a 15 

日
出
払
闘
削
臥
臨
調

10 



56 

2
E
一一首一比

114tg(dw)htday-2 
Stand A 8ranoh 

10 

@
H
M
W
B
h

国
信

L
5い

Fig. 2. Seasonal variations in the fall rates of 
branch-fa11 in Quercus stands. 

15トKg(dw)h正'day-'
Stand A 
Sexual organ 

10 

@
判
例

w
h
E
M
W
L

日抑

Fig. 3. Se泊sonalvaria tions in the fall rat日S
。fs邑xualorgans in Quercus stands. 

る主p変動が大きい。 1973年の林分Aは， 11

):jの搭枚数が多く， ζ のJI寺は枯れて成った

技がやや多くみられたためである o 3年間

の落絞殺の平均般は，林分人でl.52 tonjha 

'y， ~.半分 Bで 0.74tonjha.y で，若締林で

の落技部;はすくない。

3) コナラの生殖器官部下位

*められたコナラの生拙器官の率111i変化を図-3!C示す。

の部下リズムは， 4"'" 5 J~ および 9 "-'10月に，明らかな 2つのピークがみられる。 4

"-'5 月のど…クはft!~1tcl)絡下のため， 9'""10月のピークは果実の硲下のためである。 4"'5月の

娩:花の落下の後 6月以後 9'""10月のピークまで断増ずる溶…ドは，米熟な泉突の溶下のためで，

成熟するまでに相当多数の未熟な果実が溶下している。このような米熟来の絡下はナギ林20)にお

いても線認されている。

そしツガ*""，，，，5)，ヒノキ**8)において，その結災に笠的がみられることが， リター調査で明ら

かになっているが，林分Aの結実にも悶1慌の組向がみられる。すなわち， 1972年に比べて， 1973 

4手および1974年の生殖器官部下散が 7'"" 8 {l~を示し， 3年間の翻斑であるため，桜!の程度はわ

からないが，コナラの結実にも年による笠間は明らかである O なお， トラップに

の金書から iザI.ul:ずる方議を講じていないので，動物~mの n~í~~ の布引!~，多少，年変動などを論じる

ことはできない。 ただ，動物蹴に食われたと忠Lわれるこわれた泉突がトラップでみつかっている

ことから，動物鎖の?出資が1l!~かったとはいえない。

;体分J3では， 19721:1::に一部の樹に結実がみられ，コナラは発後 71:j!で結災することがわかるo

3年liIJの生鈍器官落下墜を平均すると，林分Aでは O.66tonjha. y， 林分Bでは O.17tonjha' y 

となる。

4) f込虫類の死体ぽ

リターから巡}}IJされた昆虫類の死体の季節変化を図-4!ζ示す。



林分Aでは，多縮努iの隠虫類が多く i活動

している 7........8月または 7........9)3のJ[率に

多く築められているが，林分Bでは，林分

A ほど;Jj!挙集中裂を示していない。築めら

れた昆虫額の死体で，数は多くないが悶

つのは， Iltl~i鑓自のj毛虫で，林分B の1973年

6 }'l fとは，ナガチャコガネの死体，さや遡

が， 1972fF 7月には，コアキコガネのさや

趨が集められていた。ヒノキ林においても

間様であったが，食部性虫である鱗趨自

の成虫やがJEÞ，の死体は~Iコ常にすくない。リ

ターフォーJレ仁I:qζ合まれる虫裁の排出者で

ある鱗組自の幼虫の脱皮した磁部カプセ Jレ

がわずかにみられたにすぎず，生怠してい

虫矧の駆名を判別することは一部を除

いでほとんど不可能である。

年間に，林分Aで4.4........6. 6 kg/ha. y， 

t~，分 Bで 6.9........11.8kgjha.y の昆虫獄の死

体が集められ，今まで調査された各林

分4，8，18.20，21>と比べて多く集められているO

今までの調査では， 1カ月間隔によるリタ

一回収であゥたために，虫体がトラップfCl落下してから，アりなどに食われて相当滋消位された

ものと考えられていたが，木綿査では，民間隔が10日であったため， トラップ内での消耗が，

lカ月間隔の函収に比べてすくなかったのかも知れない。これまでの翻ままで，コガネムシ織の完

全な虫体で1illJ!又された例は，白浜のテーダマツ林21で，スジコカ、、ネの発生年にみられた程i支で，

モミ，ツガ林4九ヒノキ材;U， ミズメ林181ではみられなかった。今回は，ナガチャコガネが林分

B において 5捌のトラップで，最も多いHきには， 181JCも集められた O 各総資11寺lこは，小型のアワ

狩iの死体もみられ，大型のコアキコガネでもさや却だけに分解され，本部査においても符.られた

和目立過少と考えられる。
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Fig. 4. Seasonal variations in the fal1 rates of 
insect bodi巴sin (，Juercus slands. 

5) 会主4性誌!長野]のY~fi

見!丸紅!の党は，その大部分が食誕性蛾実nの幼虫の務で，…ぢ1)コガネムシ郊の殺もまざっていた。

食誕'rg:蛾搬の誕から烈名を判断ずることはほとんど不可能であった。ただ林分AおよびBともに，

4月下勾から 6月中旬に，マイ?イブfのものとjAわれる繋があり，その幼虫の脱皮妓，長良部カプ

セノレで生息が総鴻された。さらに林分8では<'イマイガの的もみつかっている O その仙の昆虫

類の紫は，大小さまざまのものが集められたが，ほとんど溜;gは確認できない。マイマイガのほ

かに， トラップ内のj脱皮殺によりリンゴドクガを，地表の搭架下で越冬仁IJのドクガを確認してい

る。

集められた!11紫散の季節変化を示すと閲-5のようになり， 5........ 6月lとみられる小さいピーク

と7........8月にみられる大きなどークが特徴的である。 5""-'6月のピークは?イマイガの繋がに

なっているものとjAわれるが， 7....... 8月のどークの紫の内容は不明である o 5........ 9月で年間三h禁

法の大fJll分 (88.......93%)が集められ，さらに 7........9月の 3カ月間に年間設の57........69%が集められ，

虫紫散の夏季集中型の特徴ある季節変化を示している。一般に，特定の隠虫が街路t度lζ発~三しな
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7) 総リターフォー

られた各リターは表-2にまとめられている。総リタ…フォーノレは，林分Aで，

4.4-''''''7.0tonjha . Y と年による澄がみられ， 落校と務:果がその設の!鼠舗となっている。林分Bで

は， 4. 2"'-'4. 9tonjha . yで，平均すると， ~本分Aで5. 8tonjha. y，林分Bで4.4tonjha . yのリター

が年々林地K.供給されていることになる。



59 

2. 食紫性昆虫類による被食:散の推定

コナラ林における食諜倣昆虫類による被食境(食捺を， ザタートラッフ。lζ1'1日えられた

澄から，これまで個体飼脊した"7イマイガ，クスサンなどの広諜樹会答虫類の奨:ほと摂食般の

関係をmいて推定した。

1) 摂食f誌の;推定

これまでに求められた金提性昆虫館の鍔散と摂食誌は，マツ関を摂食するマツカレハ22，23}，ク

ロスズメ 233，スジコガネれ241 ヒノキを悦食するスギ、 P'クガ引では，比例関係として，雨対数グ

ラフ上で勾配 1となる。モンクロシャチホコ 25}，オオケンモン25}， リンゴケンモン251でも摂食j設

は紫f設に比例しているが"7イマイカホ25，261 クスサン261 セグロシャチホコ 251では，両者の関係

は苅対数グラフjこで勾胞が 1よりやや小さい依(約0.94) となり，会JJ.!Í~の発育につれて，向化効

率が感くなっている。リターでIQIJ院されるとI1禁法は，回収開附があり，そのIHiの降雨による

減少を補正しているため，これまでの翻査結果を捻合して，広誕樹食怒虫鎖も，あえて摂食f設が

比例していると考え，平均値として，立の1.35侍で摂食殺を推定している271ので， ζ

ζでもこの1il!iを用いる。

逃別された虫紫上の降i誌によるトラップ内での減少は"7ツカレハの繁による翻主主では，

tJl'務滋践の25%で、あるわ。 マイマイプJの終齢の後半の老然幼虫の紫を用いて，野外で降雨にさら

して，その翠低減少を翻5ました給巣をおー 3!ζ示す。

Tab!e 3. Loss of feces-weight by precipitation in trap. 
一…-acase of feむ巴sof Gypsy moth mature larvae--

Ju1. 3 Ju1. 4 Ju1. 5 Ju1. 7 Ju1. 8 Ju1. 10 Ju1. 12 

Re!ativ♀ W邑ight 100.1 100.3 93.5 89.8 82.5 79.3 76.6 

一
(%) 99.4 100.1 91. 9 88.0 80.2 77.3 75.7 

自 100.5 -100.5 -95.9 ω91. 8 時 84.1 . -82.6 -77.1 
Precipitation 

(mm) む 。 6.4 5.0 19.0 10.3 8.7 

(]u1. 2 start邑d)

締査方法は， 1. 5111の苅さに，サランネット 1;伎の鼠根をつくり， その下に地上約 60C111fζ， 

1) タートラップに使用したものと悶む化繊ゴースの小型のトラップを設け，その中に約 1gのコ

ナラをjg'~食したマイマイガの講を入れ， Iヨ数経過による活設減少を翻悲した O 対照として，悶様

小型トラップを附にさらされないように設殴し，野外の誕の殺測定と問時lζ窓散を求め対比さ

せ・1ご。

降閣のない48時間後では，野外でも はみられなく， J:?H変，降下誌によって設抵は減少し，

10 EJ:1去には，総雨殻49.4mmで76.6%1こ，当初の重量の23.4%が減少していたo "7ツカレハの同

様の締ままれでは，誕の泣減少は，今回の?イマイガの場合よりも大きかったが，マツカレハで

は，没設日立後から持雨にさらされたためとj忍われ， tJl:筑後iほぐに時にあうか， しばらく乾いてか

ら雨にあうかで，設設減少の程!史lこすこし笈がみられるようである。また，本舗遊中の間はそれ

ほど激しいものではなかったので，より激しい閣にさらされれば，なお多く或没減少をおこす可

能性はあると忠われる。トラップで出収した潔は，早く排挺され，王手くから雨にあったものと，

そうでないものの混合のために，マツカレハでは張誌の雨による減少を25%と考えたが，マイ
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Table 4. Annua1 feeding leaf and grazing 108S by herbivorous insects in Quercus stands. 
kg (dw) ha-1Y-l 

Feces Feeding Cut leaf Grazing dG(F%/d) LF 
F L1G Lc L1G' 

1971 54.85 98.74 25.06 123.80 25.4 4.3 
Stand 1972 84.04 151. 26 33.42 184.68 22.1 6.6 

A 1973 94.91 170.84 32.79 203.63 19.2 8.0 

1974 88.52 195.93 20.75 216.68 10.6 7.7 

1971 197.37 355.26 16.74 372.00 4.7 12.9 
Stand 1972 147.81 266.06 33.39 299.45 12.5 9.6 

B 1973 113.59 204.47 32.09 236. 56 15.7 7. 1 

1974 49.86 89.75 17.21 106.96 19.2 3.5 

t.1LF: Leaf faU 
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マイガの誕の場合も，本調査よ

り激しい雨にあうこともあり，

""<ツカレハの務と

問機の25%と考えたい。

羽上の結果から，コナラ林の

食~性詑虫類の摂食散を

雨による滋:泣減少の補正

F口 F'.一目立
(;) 

(F: 排:#&設部t，F':採

と技会f設の関係から

L1G 1. 35F 

(L1G :扶食i設)

によって限定し，

fこO

2) 児虫類に切り落されたコ

ナラの誕

食荒f生児dl矧がjまJ1窓を摂食す

る11おこ，その端から丁寧にf}{食

するのではなく，謀総jの一部を

切り議していることは自然でよ

くみかける。マツカレハの幼虫，

スジコガネの成虫については，

実験的にも，自然状態において

も，摂;食されるマツ!認の針葉が

切り滞されることは総認されて

いる2，2430 スギドクガれ28) につ

いても報告・されているが，その

他の昆虫類では，その致がどの

4 ?こ示し
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程度であるか不明である。

本tiIM査で紫められたコナラ認に，葉柄の2車部から路諜した誕のほかに，主訟の一部が切られた

ものがあり，これらを選別して，その季節変化を求めると閣-6のようになる O 誌と弘知の摂食行

!Tljllとともなって切り?容されるのであるから，その補助している 5""-'9月に切り落される繋が多い

ことはうなづけるが， 10月以後のそのf査が比較的多いことが留につく。

と切られた禁法との関係を， 1カ月単位で求めると閲-7のようになる O 間一 7では

期;冬葬の開茅から住民初期 (4......5月)， n ~拐;展開し終った諜の務誕期で， 余波散昆虫類の

活動J~l (6......9月)， lliJ羽;落葉初期]から滞諮期(10月以後)1と分けて治した O

間一 7で，紫111をjg{食盤:にかえても，両者の関係は，関上でプロットがややおにずれるだけで

ある。務長をに対して切り落された漉設は相当に大きくバラツキ， 3 J部 lζ分けた各j~Jにおいてもバ

ラツキは大きい。本調:11f.資料では，紫量(または摂食鼓) と切り滞しmil設の関係を， スジコガ

ネ24)のj去に陸で求めるととは不可能のようである。

年|鳴を平均すると，切り落された誕は推定摂食散の，林分Aで， 19.3% (10.6......25.4%)， 

分Bで， 13.1% (4.7""-'19.2%)となる。しかし， 3j引に分けた場合， :fff食:誌に比して相当に

の繋が切り搭されている場合もあり， IJ却で余:ほの539ぎ， mJ唱で79%と非常に多散の浜が切ら

れている年もある O 民間， i史食散の10%以下の少;散の年もあり， 1毛虫矧lと摂食されずに浪殺され

る誕は，その|時と場合によって，相当に大きな授がみられるようである。なお， I立j切の切り溶さ

れたとみえるは，それ以前の昆虫類の限食のため誕の一部が食われて，…お[iでつながっていた

ものが， J誌などの影響をうけて，後から切れて部ちたのかも知れない。

i立虫の活動期だけをみると，切られた誕は， t，f¥分Aで， 1只食E設の11.7% (5.9""-'19.69手)， t，f¥分
Bで10.9%(4.5......13.7%)となり，切り溶し誕泣が，マツカレハで得られている摂食器:の約10%

に近い鋭となる。切り落された認は，本部j潜では大きなノイラツキがみられたので，本報告では，一

応， AおよびB林分の通年の平均{践をとり， fff食:誌の16%が切り落される諜哉と考えたい。食~τ

性昆虫類に切り落される葉敢に関しでは，さらに多くの資料による詳しい調査が必裂と忠われる。

3) 食潟性誕虫翻による担Q食filの推定

トラップより築めた虫張lli:散を封[:奨i時蛍讃:1C換算し，その扶食;ほとの関係から， 35%増により

摂食i訟を推定し，本翻査で得られた切り議された築設を加えて，コナラ林分の食架空Ufl!虫類によ

る被食殺を求めた(長… 4)。

この被食器・

士仇ド
ふ
糸
町
白

lま，コナラ林の溶立の4.3......8.0%(林分A)，3. 5""-'12. 9% (林
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分 B)で，この続皮の諜議減少は，生宵{こ何ら影響をあたえない ζ とは明らかで，コナラ林はIE

Il1れこ ~t符を続けたとゴ~・えられる。~散の10%前後の被容をうけるような場合でも，林JTI で引...息し

ている児虫芸員を自にすることは，まずないようである。本鵡資のように， ~y!、分ちでは， )，立JI総iも抵

く，林j話下当1)は人rmの身長{立であっても，マイマイガなどわずかの陀虫鍛しか闘にふれていない

自然では，生息昆虫~mを見つけることができなくても，本調査のように，落葉肢の10%程度ま

での誕鼠が箆虫類によって消殺されていることは常で，容易に鱗趨自の幼虫がみつかる場合には，

さらにより多くの禁致減少がおこると考えるべきであろう。

あと がき

コナラ林のザターフォールrrrとその本節変化を額資した結果，滞践が典型的な秋季集中劉でお

り，さらに生背開始初期の 4--.....5 月における経常的な搭技が切らかにされた。児Ell~裁の食肢は，

被啓林でないこれまでの他の調査林分よりは多かったが，それでも年務禁致の109ぎ税茂までで，

見虫類の食容が生育にl'ぢ轡をあたえてはいなかった。森林lこ生J皆、している昆虫類が!ヨにつかなく

ても，この，限度までの食容は常と思われる。今後も，リタ…に含まれる虫禁致の錦査が，紡est.Eミ
く，数多く行なわれることを期待したい。
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Resume 

The s色asona1variations of Iitter-fall and grazing loss by herbivor凋ousinsects were studied 

in a mature stand and a young stand of Quel'cus sel'l'ata in Kyoto City. 

In the mature stand 10cated in the suburbs of Kyoto， from July， 1971 to March， 1975 

and in the young stand cultivated on the nursery of Kyoto University campus， from 

August， 1971 to March， 1975， respectively， in the former， fifteen traps of square of 50 cm 

x 50 cm and in the latter， similar fi ve traps were set up fifty centimeter a bove the ground 

in the investigated stands. The litter was collected ten-days interva1 and month1y. These 

traps made of Tetol・on-clothof fine mesh were made in the shape of a funnel. 

The litter・wasdivided into following six fractions by hand sorting: 

Leaves (including cut 1eaves by insects)， branches and sexual organs of Quel'cus se1'l'ata 

Dead bodies of insects 

Feces of herbivorous insects 

Others 

Each flaction was oven-dried and weighed in the 1aboratory. The grazing loss by he1'-

bivorous insects in Quel'CUS canopies was estimated from insects feces captured by t1'aps. 

The mean amoun1 of annual 1四トfallfo1' four・yea1'swas estimated at 2. 87 10日jha.yin 

mature stand and 3.12 tonjha'y in young stand. 1n each year， seasona1 variations of 

leaf-fall were shown to be similar in mature and young stands. Natura1 defoliation of 

Quel'CUS 1eaves was observed fr・omNovember to December (Fig. 1). 

Two peak fall of branches during spring months from Ap1'il 10 May and autumnべ，vintel・

months ft・omSeptember to January appeared in both stands. Annua1 branch-fall we1'e 

estimated at 1. 52 ton (0. 47--...2. 71 ton) jha.y in mature stand and O. 74 ton (0. 56--...0. 88 ton) 

jha ・yin young stand， a nd annual variation in the former was larger than in the letter 

(Fig-. 2， Table 2). 

The fall of sexual organs had two peaks of male flower from April to May and seed from 

September to October. Annual fall of sexual 01‘gans were estimated 3t O. 66 tOI1 (0. 12""，，0. 98 

ton)jha.y in mature and 0.17 ton (0.07--...0.26 ton)jha.y in young stand (Fig. 3， 1'able 2). 

1'he greater p3rt of annual insect bodies and feces was caught during months [r0111 late 

spring to summar， these annual fall were 4.4"，，6.6 kgjha.y and 54. 9~94. 9 kgjha.y il1 

matU1'e stand and 6. 9""11. 8 kgjha.y and 49. 9"" 197. 4 kgjha. y， respectively (Fig. 4 and 

5， 1'able 2). 

1'otal litter-fall were estimated at 5. 8 ton (4. 4~7. 0 tO(1) 
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ton (4.2"，，4.9 ton)jha.y in young stand (Table 2). 

The amount of annual feeding leaves by herbivorous insects was estimated at 100"，，196 

kgjha. y in mature stand and 90"，，355 kgjha. y in young stand from insect feces. The 

annual loss of Quercus canopies by insect grazing was estimat巴dat 124"，，217 kgjha.y in 

the for・merand 107"，，372 kgjha' y in the latter. These losses were suited to 4. 3"，，8. 0 % 

and 3.5"，，12.9% of leaf-fall， respectively (Table 4). 




